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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公開番号】特開2001-247729(P2001-247729A)
【公開日】平成13年9月11日(2001.9.11)
【出願番号】特願2000-387995(P2000-387995)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  55/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/46     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  23/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/10    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  55/12    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    ＣＥＳ　
   Ｄ０１Ｆ   6/46    　　　Ｄ
   Ｂ２９Ｋ  23:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   7:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロピレン、エチレン及び／又は Ｃ4～Ｃ18－１－アルケンを重合することにより製造
される、２軸配向フィルムを形成するために好適な半結晶性プロピレン重合体組成物であ
って、少なくとも５０モル％のモノマー単位が、プロピレンの重合に由来し、且つ１３５
～１６５℃の融点ＴMを有し、上記融点が、ＩＳＯ３１４６に準じて示差走査熱量計（Ｄ
ＳＣ）により、予め融解した試験材料を２０℃／分の加熱速度で加熱することによって測
定され、またこの融点の測定は℃を単位としてで行われ、且つこの融点が得られた曲線の
極大値に相当するものであり、上記半結晶性プロピレン重合体組成物は、４０～８５質量
％の基本成分Ａ、０～５５質量％の補助成分Ｂ及び０～５５質量％の補助成分Ｃに分解す
ることができ、上記成分Ａ、Ｂ及びＣの割合が、ＴＲＥＦ（温度上昇溶出分別）を行うこ
とにより測定され、このＴＲＦＥでは、重合体をまず沸騰キシレンに溶解し、その溶液を
その後１０℃／分の冷却速度で２５℃まで冷却し、次いで温度を上昇させて、キシレンに
（ＴM／２）＋７．５℃で溶解するプロピレン重合体の画分を溶解して、残留固体と分離
し、その後温度を上昇させて、より高い温度である７０℃、７５℃、８０℃、８５℃、９
０℃、９４℃、９８℃、１０２℃、１０７℃、１１２℃、１１７℃、１２２℃及び１２５
℃の全てにおいて、この溶出温度と前述の溶出温度との間の温度範囲内で溶解する画分を
溶出し、そして、続く評価で考慮される画分は、質量分率がプロピレン重合体組成物試験
材料の初期質量の少なくとも１質量％に相当するものであり、そして１４５℃での１，２
，４－トリクロロベンゼン中におけるゲル・パーミエーション・クロマトグラフィ（ＧＰ
Ｃ）が、考慮するべき全ての画分のモル質量分布の測定に使用され、さらに基本成分Ａが
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、（ＴM／２）＋７．５℃を超える温度で溶出する画分の全てで形成され、且つ１２００
００ｇ／モル以上の平均モル質量Ｍn（数平均）を有し、補助成分Ｂが、（ＴM／２）＋７
．５℃で溶出する画分で形成され、そして補助成分Ｃが、（ＴM／２）＋７．５℃を超え
る温度で溶出する画分の全てで形成され、且つ１２００００ｇ／モル未満の平均モル質量
Ｍn（数平均）を有し、そして基本成分Ａを形成する画分の少なくとも１個の、重合体の
重量平均モル質量（Ｍw）と数平均モル質量（Ｍn）との比（Ｍw／Ｍn）が４．５を超える
ことを特徴とする半結晶性プロピレン重合体組成物。
【請求項２】 
　５５～７５質量％の基本成分Ａ、５～２０質量％の補助成分Ｂ及び１０～３５質量％の
補助成分Ｃに分解することができる請求項１又は２に記載の半結晶性プロピレン重合体組
成物。
【請求項３】
　請求項１に記載の半結晶性プロピレン重合体組成物を含むフィルム、繊維又は成形体。
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